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山
頂
イ
ベ
ン
ト

・
午
前
10
時
～

　

参
加
記
念
ペ
ナ
ン
ト
配
付

　
（
先
着
３
，０
０
０
名
）

・
午
前
11
時
～

　

安
全
祈
願
祭

・
午
前
11
時
20
分
～

　

ミ
ズ
あ
だ
た
ら
コ
ン
テ
ス
ト

　
（
未
婚
、
既
婚
を
問
い
ま
せ
ん
。

入
賞
者
に
は
記
念
品
贈
呈
）

※
雨
天
の
場
合
は
、
山
頂
イ
ベ
ン

ト
は
中
止
し
、
奥
岳
登
山
口
で

午
前
10
時
か
ら
安
全
祈
願
祭
の

み
開
催
し
ま
す
。

注　

意

　

沼
の
平
周
辺
と
く
ろ
が
ね
小
屋

西
斜
面
の
湯
元
付
近
は
、
有
毒
な

火
山
ガ
ス
が
発
生
し
て
い
る
た
め

非
常
に
危
険
で
す
、
こ
の
周
辺
に

は
絶
対
入
ら
な
い
で
く
だ
さ
い
。

バ
ス
で
お
出
で
の
方
へ

　

岳
方
面
の
路
線
バ
ス
は
、
岳
温

泉
止
ま
り
で
す
。
奥
岳
へ
は
、シ
ャ

ト
ル
バ
ス（
５
月
16
　

日
の
み
）を
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

シ
ャ
ト
ル
バ
ス
時
刻

○
二
本
松
駅
前
発

　
（
岳
温
泉
、
奥
岳
登
山
口
、
塩

沢
温
泉
、
野
地
温
泉
行
）

　

午
前
７
時
40
分

　
（
岳
温
泉
・
奥
岳
登
山
口
行
）

　

午
前
８
時
15
分

○
岳
温
泉
発（
奥
岳
登
山
口
行
）

　

午
前
10
時
15
分

○
奥
岳
登
山
口
発

　
（
岳
温
泉
行
）

　

午
後
２
時
、
午
後
３
時
10
分
、

　
（
岳
温
泉
、
二
本
松
駅
前
行
）

　

午
後
４
時
30
分

◎
問
い
合
わ
せ
…

　

観
光
課
観
光
振
興
係

　

☎︵
55
︶５
１
２
２

受　

付

　

午
前
８
時
30
分
～
10
時

　

口
太
山
登
山
道
入
口（
夏
無
沼

　

キ
ャ
ン
プ
場
そ
ば
）

※
受
付
後
各
自
出
発

山
頂
イ
ベ
ン
ト

・
午
前
10
時
～（
抽
選
会
等
）

○
下
山
後
、
夏
無
沼
キ
ャ
ン
プ
場

で
豚
汁
サ
ー
ビ
ス

※
雨
天
中
止

◎
問
い
合
わ
せ
…

　

東
和
支
所
地
域
振
興
課

　

☎︵
66
︶２
４
９
０

山
頂
イ
ベ
ン
ト

・
午
前
10
時
～

　

安
全
祈
願
祭
、
パ
ラ
グ
ラ
イ

ダ
ー
飛
行
安
全
祈
願
、
奉
納
厄
除

餅
ま
き
、
豚
汁
サ
ー
ビ
ス（
な
く

な
り
次
第
終
了
）

※
午
前
10
時
ま
で
に
各
自
山
頂
へ

お
集
ま
り
く
だ
さ
い
。

※
下
山
の
際
は
、
北
口
と
南
口
へ

の
下
山
道
が
間
違
い
や
す
い
た

め
十
分
に
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

車
で
お
出
で
の
方
へ

　

当
日
、
山
頂
付
近
へ
の
車
の
乗

入
れ
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。
駐
車

場
は
、
北
口
は
林
野
会
館
前
、
南

口
は
米
石
地
内
と
な
り
ま
す
。

◎
問
い
合
わ
せ
…

　

東
和
支
所
地
域
振
興
課

　

☎︵
66
︶２
４
９
０

第
56
回

安
達
太
良
山
開
き

 

５
月
16
日︵
日
︶

口
太
山
山
開
き

 

５
月
９
日︵
日
︶

羽
山
山
開
き

 

５
月
30
日︵
日
︶ ▲羽山山頂

▶
新
緑
の
安
達
太
良
山

◀
日
山
山
頂

新
緑
の
季
節

山
開
き
へ
い
こ
う
！

　
本
格
的
な
登
山
・
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
シ
ー
ズ
ン
が
到
来
し
ま
し
た
。

　
市
内
の
山
々
で
は
、
次
々
に
山
開
き
が
行
わ
れ
ま
す
。
ま
た
、
新
緑

の
季
節
を
楽
し
む
様
々
な
イ
ベ
ン
ト
が
行
わ
れ
ま
す
。

　
ぜ
ひ
ご
家
族
お
そ
ろ
い
で
お
出
か
け
に
な
り
、
爽
や
か
な
新
緑
の
空

気
を
味
わ
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。
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山
頂
イ
ベ
ン
ト

・
午
前
10
時
～
参
加
記
念
バ
ッ
ジ

配
付（
先
着
１
，０
０
０
名
）

・
午
前
11
時
～
安
全
祈
願
祭

・
午
前
11
時
20
分
～
日
山
の
美ひ

と女

コ
ン
テ
ス
ト（
既
婚
・
未
婚
を

問
い
ま
せ
ん
。
入
賞
者
に
は
記

念
品
贈
呈
）

※
雨
天
の
場
合
は
日
山
キ
ャ
ン
プ

場
で
、
午
前
10
時
か
ら
安
全
祈

願
祭
の
み
開
催
し
ま
す
。

◎
問
い
合
わ
せ
…

　

岩
代
支
所
地
域
振
興
課

　

☎︵
65
︶２
８
０
３

　

絶
滅
危
惧
Ⅱ
類
に
も
指
定
さ
れ

て
い
る
貴
重
な
野
生
蘭｢

ク
マ
ガ

イ
ソ
ウ｣

を
一
般
公
開
し
ま
す
。

開
催
日

　

５
月
８
日（
土
）～
31
日（
月
）

開
園
式

　

５
月
８
日（
土
）午
前
10
時
～

場　

所

　

戸
沢
字
柏
久
保
地
内

　
（
五
十
嵐
文
一
様
宅
裏
）

環
境
保
護
協
力
金

　

中
学
生
以
上
３
０
０
円

◎
問
い
合
わ
せ
…

　

東
和
支
所
地
域
振
興
課

　

☎︵
66
︶２
４
９
０

　

二
本
松
市
緑
化
推
進
委
員
会
で

は
、
毎
年
恒
例
の
市
民
探
鳥
会
を

開
催
し
ま
す
。

　

早
朝
の
さ
わ
や
か
な
ひ
と
と
き
、

た
く
ま
し
く
生
き
る
野
鳥
た
ち
と

の
出
合
い
を
楽
し
ん
で
み
て
は
い

か
が
で
す
か
。

　

参
加
申
し
込
み
は
不
要
で
す
の

で
、
ご
家
族
お
そ
ろ
い
で
ご
参
加

く
だ
さ
い
。

日　

時　

５
月
９
日（
日
）

　

午
前
６
時
～
８
時（
小
雨
決
行
）

場　

所　

ふ
れ
あ
い
の
森
公
園

　
（
成
田
町
二
丁
目
地
内
）

講　

師

　

日
本
野
鳥
の
会
二
本
松
支
部

そ
の
他

・
朝
食
を
準
備
し
ま
す
。

・
オ
ペ
ラ
グ
ラ
ス
を
お
貸
し
し
ま
す
。

◎
問
い
合
わ
せ
…

　

二
本
松
市
緑
化
推
進
委
員
会
事

　

務
局︵
農
林
課
農
地
管
理
係
︶

　

☎︵
55
︶５
１
１
８

第
24
回

日
山
山
開
き

 
６
月
６
日︵
日
︶

ク
マ
ガ
イ
ソ
ウ
祭
り

市
民
探
鳥
会

▲市民探鳥会

▲羽山のクマガイソウ

登 

山 

者 

の 

心 

得

①
身
軽
な
服
装
で
の
登
山
は

慎
み
、
無
理
の
な
い
行
動
・

判
断
で
入
山
し
ま
し
ょ
う
。

（
体
調
管
理
、
装
備
等
は
自

己
責
任
の
も
と
お
願
い
し

ま
す
。）

②
自
然
を
大
切
に
し
、
ゴ
ミ
は

必
ず
持
ち
帰
り
ま
し
ょ
う
。

③
高
山
植
物
を
折
っ
た
り
、

採
っ
た
り
し
な
い
よ
う
に

し
ま
し
ょ
う
。

繁
栄　

希
望

　

喜
び
に
充
ち
た

　
　
　
　

二
本
松

繁
栄　

希
望

　

喜
び
に
充
ち
た

　
　
　
　

二
本
松

繁
栄　

希
望

　

喜
び
に
充
ち
た

　
　
　
　

二
本
松

〜
市
長
か
ら
の
手
紙
〜

　

二
本
松
青
年
海
外
協
力
隊
訓
練

所
の
入
所
式
に
行
っ
て
き
ま
し
た
。

　

自
ら
高
い
志
を
持
っ
て
青
年
海

外
協
力
隊
の
道
を
選
ば
れ
た
皆
さ

ん
の
、
そ
の
志
と
勇
気
に
心
よ
り

敬
意
を
表
し
た
と
こ
ろ
で
す
。

　

今
、
国
際
社
会
は
、
民
主
化
、

市
場
経
済
化
が
加
速
す
る
中
で
、

戦
争
や
民
族
紛
争
が
発
生
し
、
貧

困
や
飢
餓
、
病
気
な
ど
で
多
く
の

人
々
が
苦
し
ん
で
い
ま
す
。

　

十
分
な
食
料
や
飲
み
水
が
得
ら

れ
ず
、
教
育
や
医
療
を
満
足
に
受

け
ら
れ
な
い
人
々
は
、
世
界
人
口

六
十
二
億
人
の
う
ち
十
一
億
人
以

上
お
り
、
生
存
に
必
要
な
最
低
水

準
で
あ
る﹁
絶
対
的
貧
困
﹂の
状
態

に
あ
り
ま
す
。

　

加
速
化
す
る
人
口
の
増
加
は
、

開
発
途
上
国
を
中
心
に
食
料
、
貧

困
、
環
境
、
教
育
な
ど
の
問
題
を

深
刻
化
さ
せ
て
お
り
ま
す
。

　

難
民
の
発
生
、
エ
イ
ズ
問
題
、

情
報
技
術
格
差
な
ど
地
球
規
模
の

問
題
が
山
積
し
、
こ
れ
ら
の
国
々

へ
の
支
援
の
必
要
性
が
益
々
増
大

し
て
お
り
ま
す
。

　

こ
の
地
球
上
に
住
む
す
べ
て
の

人
々
が
貧
困
や
教
育
機
会
の
不
足
、

す
べ
て
の
差
別
か
ら
開
放
さ
れ
、

新
し
い
世
界
を
造
る
こ
と
が
人
類

普
遍
の
理
想
で
あ
り
ま
す
。

　

青
年
海
外
協
力
隊
は
、﹁
人
が

人
に
と
ど
く
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
め

ざ
し
て
﹂﹁
上
か
ら
の
開
発
援
助
﹂

か
ら﹁
自
助
努
力
へ
の
支
援
﹂﹁
現

地
の
人
々
と
共
に
﹂を
合
言
葉
に
、

開
発
途
上
国
の
人
々
が
必
要
と
し

て
い
る
技
術
や
知
識
を
伝
え
、
共

に
生
活
し
、
共
に
働
き
、
一
体
と

な
っ
て
国
づ
く
り
、
人
づ
く
り
に

協
力
し
て
お
り
、
そ
の
活
動
は
、

極
め
て
貴
い
も
の
で
す
。

　

二
本
松
市
は
、
安
達
太
良
山
に

代
表
さ
れ
る
美
し
い
自
然
と
、

霞
个
城
公
園
や
戒
石
銘
な
ど
の
歴

史
的
遺
産
、
日
本
三
大
ち
ょ
う
ち

ん
祭
り﹁
二
本
松
の
ち
ょ
う
ち
ん

祭
り
﹂や
日
本
最
大
の
菊
の
祭
典

﹁
二
本
松
の
菊
人
形
﹂等
、
文
化
の

薫
り
高
い
都
市
で
あ
り
ま
す
。
ま

た
、
日
本
人
初
の
イ
ェ
ー
ル
大
学

教
授
、
世
界
的
歴
史
学
者﹁
朝
河

貫
一
﹂博
士
を
始
め
多
く
の
偉
人

を
輩
出
し
て
お
り
ま
す
。

　

市
内
を
散
策
さ
れ
、
こ
の
二
本

松
を
満
喫
す
る
と
共
に
、
市
民
と

の
交
流
を
深
め
、
無
事
、
大
任
を

果
た
さ
れ
、
二
本
松
市
を
第
二
の

故
郷
と
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
心

か
ら
願
っ
て
お
り
ま
す
。


